
施策分野 ３　文化遺産の保存と活用

３－１　文化遺産の保存と活用

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価
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○有形文化財の保存修理、史跡地環境整備事業及び史跡地公有化事業は長期間にわたる事業であり、年度計画により
着実に進められている。
○今後は文化財のさらなる活用に向けた方策を検討する必要がある。
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防災関係者連絡会議参加者数
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文化財に関する情報発信

フェイスブック登録数 ホームページへのアクセス数 （奈良県教育委員会）
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（奈良県教育委員会）

- 43 -



－ 40

文化財に関する情報発信
上段：県ホームページへのアクセス数（件）
下段：フェイスブックへの登録数（件）

県ホームページの充実やフェイスブックの開設などを通じ、文化財に関する様々な情報を写真
や動画を交えて発信。文化財関連行事等について迅速に発信を行うとともに、修復現場や発
掘現場の様子についても定期的に掲載を行う。（目標値：県ホームページへのアクセス数や
フェイスブックへの登録数の増加（前年度比））
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県内の文化財についてのデジタルブック教材の活用 奈良ＴＩＭＥ等での活用学校数（校）

平成２８年度に奈良県内の文化財について、楽しく、分かりやすく学ぶことができるデジタル
ブック教材「楽しく学べる　ならの文化財」を作成。奈良ＴＩＭＥ等での活用を促していく。（目標
値：奈良ＴＩＭＥ等での活用学校数25校）

－ － 8

23

52 59 43

10 12 9

149 154 159

8 9 7

評価

美術工芸品保存修理等の事業 事業件数(件)

所有者等が行う保存修理等の事業に対し補助を実施し、文化財の保護を図る。

市町村が行う史跡地等の公有化に対する事業に対し補助を実施し、適切な保存を図る。

事業件数(件)

取組の成果と課題

参加者数(人)

197 129

文化財防犯・防火・防災関係者連絡会議

市町村が行う埋蔵文化財発掘調査事業に補助を実施し、埋蔵文化財の調査促進を図る。

文化財所有者と行政関係者が一堂に会して、文化財の防犯等への意識向上と連携強化を図
る。

○文化財を後世に引き継ぐため、文化財建造物・美術工芸品の保存修理、調査、防災施設の整備、防災機器の保守点検、史跡地の
公有化、史跡地の整備、埋蔵文化財発掘調査、新たな県指定文化財の調査等の各事業を実施した。今後も取組を継続する予定であ
る。
○平成２７、２８年度に続いて「文化財防犯・防火・防災関係者連絡会議」を開催し、文化財所有者と行政関係者が専門家からの講義
を受けたり意見交換を行ったりすることで、引き続き防犯等に対する意識の向上や連携強化に努めた。参加者は129名から131名に増
加した。今後も会議を継続すること等により、文化財保護意識の向上につなげることが重要である。

事業件数(件)

文化財（建造物）の所有者等が行う防災施設整備・保守点検等の事業に対し補助を実施す
る。

事業件数(件)防災対策事業

埋蔵文化財発掘調査事業

所有者等が行う保存修理等の事業に対し補助を実施し、文化財の保護を図る。

史跡地公有化事業 事業件数(件)

21 19

有形文化財、民俗文化財、史跡等の各分野について調査を実施し、県指定とし保護を図る。

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

平成２９年度上段：取組名　下段：取組内容 平成２８年度平成２７年度

○新たに県指定文化財として、建造物１件、彫刻１件、絵画１件、工芸品１件、書籍・典籍１件、考古資料１件、無形民俗文化財１件の
計７件を指定し、保護を図った。
○美術工芸品の保存修理件数や防災対策事業が増加したほか、建造物保存修理、史跡の公有化、埋蔵文化財の発掘調査などを引
き続き進めた。
○文化財保護に係る意識向上等に資するため、平成２９年度も「文化財防犯・防火・防災関係者連絡会議」を開催し所有者等の意識
向上を図った。

県指定文化財新指定件数

建造物保存修理等の事業

指定件数(件)

建造物修復現場インターンシップの実施 生徒及び訓練生の受け入れ人数（人）

県立高校の建築工学科に在籍する生徒（１、２年生）及び県立高等技術専門校建築科訓練生
を対象とし、文化財保存事務所員が常駐する文化財建造物の修理現場でインターンシップの
受入れを行い、修理に伴う調査や大工仕事などの体験を実施する。（目標値：県立高校の建
築工学科の生徒及び県立高等技術専門校建築科訓練生約40名の受け入れ）

－
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平成２９年度の取組から

文化財に関する情報発信

「文化財保護体系」の策定

「奈良県文化財保護体系推進会議」を設置し、「文化財保護体系」を策定する。

県ホームページへのアクセス数やフェイスブックへの登録数の増加

建造物修復現場インターンシップの実施

今後の主な取組 (平成３０年度)

県ホームページの充実やフェイスブックの開設などを通じ、文化財に関する様々な情報を写真や動画を交えて発信。文化財関連行事等
について迅速に発信を行うとともに、修復現場や発掘現場の様子についても定期的に掲載を行う。

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

県立高校の建築工学科に在籍する生徒（１、２年生）及び県立高等技術専門校建築科訓練生を対象とし、文化財保存事務所員が常駐す
る文化財建造物の修理現場でインターンシップの受入れを行い、修理に伴う調査や大工仕事などの体験を実施する。

奈良ＴＩＭＥ等での活用学校数25校

平成２８年度に奈良県内の文化財について、楽しく、分かりやすく学ぶことができるデジタルブック教材「楽しく学べる　ならの文化財」を作
成。奈良ＴＩＭＥ等での活用を促していく。

県内の文化財についてのデジタルブック教材の活用

奈良県の文化財保護体系の策定と実践

県立高校の建築工学科の生徒及び県立高等技術専門校建築科訓練生約40名の受け入れ

　県ホームページやフェイスブックなどを通じて、文化財に関する様々な情報を写真や動画を交えて発信しています。

　県立高校の建築工学科に在籍する生徒（１、２年生）及び県立高等技術専門校建築科訓練生が、文化財保存事務
所員が常駐する文化財建造物の修理現場でインターンシップとして参加し、修理に伴う調査や大工仕事などの体験
を実施しています。

文化財保存課ホームページ フェイスブック

建造物修復現場インターンシップの実施

称念寺　本堂　左官の様子 唐招提寺　旧一乗院　摺本の様子

文化財に関する情報発信
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